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七 巻， 社 会 教 育 １』1974 年，1129 頁。 杏 村 の
自由大学運動については多くの先行研究がある。
池田進・本山幸彦編『大正の教育』（第一法規，
1978年）では，稲葉宏雄が「土田杏村の教育思
想と自由大学運動」と題して，杏村の文化主義及
びプロレットカルト論との関連において自由大学
運動を論じている。近年のものとしては，山口和
宏が『土田杏村の近代』（ぺりかん社，2004年）
において，「自由大学は結局のところもともと自
己教育の意欲を内在させていたごく少数の農村青
年を組織したにとどまり，全民衆の自己教育機関
とはなりえなかった」（199頁）と指摘している。
16　土田杏村，「我が国における自由大学運動に就
いて」（『土田杏村全集』第 14 巻，第一書房，
1935年，301頁）。これは，雑誌『文化運動』（大
正11年，1922）に掲載された。
17　同上，304頁。
18　自由大学運動として展開する杏村の社会教育
土田杏村の教育観と修身教科書批判（１）
− 7 −
論に注目し，その背景にある杏村の思想との関連
から，プロレットカルト論について考察した最近
の論考に，古市将樹の「土田杏村のプロレットカ
ルト論に関する研究─ 教育観のパラダイム ─」
（『早稲田教育評論』17（1），2003年，早稲田大
学）がある。
19　注17に同じ（304頁）。
20　注17に同じ（309頁）。
21　山口和宏『土田杏村の近代』（ぺりかん社，
2004年，193頁）。
22　土田杏村『現今教育学の主問題』（『土田杏村
全集』第一書房，1935年，499頁）。
23　昭和女子大学近代文学研究室『近代文学研究
叢書』（第37巻，昭和48年，昭和女子大学近代
文化研究所28頁）。
24　土田杏村「紫野より　1922年の日記」（『土田杏
村全集』第14巻，第一書房，1935年，323-326頁）。
25　宮坂広作『近代日本社会教育史の研究』（法政
大学出版局，1968年，461頁）。
26　上木，前掲書，158-159頁。
27　これは杏村が魚沼自由大学と八海自由大学の
ために，自らガリ版を切って参加を呼びかけたア
ピールの一節である。上木，前掲書，192頁参照。
28　宮坂，前掲書，495頁。
29　注27に同じ，193頁。
30　同上。
31　土田杏村「自由大学とは何か」（『伊那自由大
学とは何か』自由大学パンフレット（１），信濃
時事印刷部，1924 年８月，1-3 頁，国立国会図
書館近代デジタルライブラリー）。このパンフレ
ットには，土田の他に，高倉輝と新明正道が寄稿
している。古市将樹は「土田杏村の社会教育論に
見る教育観の転換の構造」（日本社会教育学会紀
要，№38，2002年）においてこのパンフレット
の内容に言及している。
32　土田杏村『教育の革命時代』（1924年，中文
館書店，序文，2-3頁。国立国会図書館近代デジ
タルライブラリー）。
33　同上，序文，１頁。
34　山口和宏『土田杏村の近代』（ぺりかん社，
2004年，22頁）。
35　『大教授学』第11章（『世界教育学選集』24，
明治図書，1969年，110頁）。
36　堀内守『コメニウス研究』（福村出版，1970年，
42頁）。
37　『大教授学』第６章（『世界教育学選集』24，81頁）。
38　ローベルト・アルト著，江藤恭二訳『コメニ
ウスの教育学』（明治図書，1959年，189頁）。
39　池田進・本山幸彦編『大正の教育』（第一法規，
1978年，302頁）。
40　土田杏村『文明は何処へ行く』（『土田杏村全集』
第８巻，1935年，119-120頁）。
41　清水，前掲書，224頁。
42　土田杏村『文明は何処へ行く』（『土田杏村全集』
第８巻，1935年，177頁）。
43　同上，186-187頁。
44　同上，188頁。
45　同上，189頁。
46　同上。
47　土田杏村『自由教育論』（『土田杏村全集』第６
巻，「教育目的論」，1935年，20頁）。
48　同上。杏村は附属小学校が設置されている目
的からして「さうなるのは自然の形勢かも知れな
い」としながらも，「附属小学校は全国教育の模
範を示してゐるものだとの考へが，すべての教育
者の頭に染み込んでゐるものですから，万事に附
属小学校本位となる」のであって，その結果「教
育の技術的方面が何よりも重要なものであると考
へられるに至ったのである。」という（『土田杏村
全集』第６巻，「教育目的論」，1935年，20頁）。
49　これは杏村が「地方教育雑感」と題して，『芸
術自由教育』（1921年９月）に掲載したもので
ある（『教育の革命時代』124頁）。
50　池田進・本山幸彦編，前掲書，426-427頁。
51　土田杏村『教育の革命時代』46頁。
52　同上，48頁。
53　同上，57-58頁。
54　同上，58頁。
55　同上，60頁。
56　同上，114頁。
57　同上，52頁。
58　同上，57頁。
59　土田杏村『自由教育論』（『土田杏村全集』第６
巻，「教育目的論」，199頁）。
60　同上，240頁。
61　同上，218頁。
62　清水，前掲書，27頁。
63　清水，前掲書，７頁。
64　土田杏村『自由教育論』（『土田杏村全集』（第
６巻，「教育目的論」，1935年，211頁）。
65　池田進・本山幸彦前掲書，305頁。
66　土田杏村「自由教育と童話文学」（『教育の革
命時代』396頁）。
67　土田杏村「ブルジョア，リベラリズムの訓育」
（『教育の革命時代』110頁）。
68　同上，3頁。

